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プレゼンター
プレゼンテーションのノート
2点目の変更点は、研究の実施許可についてです。
現体制においては、中央倫理委員会での承認後は、大学・付属四病院の研究責任者が、それぞれ所属する研究機関に実施許可申請をすることになっていました。研究者が自ら実施許可申請をしないといけないことから研究者の負担は大きく、また、全ての研究機関の実施許可が下りているか、事務局が把握できないまま、研究が実施されると重大な不適合に該当します。ヒヤリハット事例ではありますが、中央倫理委員会においても報告したことがあります。
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